
 

 

                      

 

 

日 曜  行  事 ＰＴＡ・その他 

1  木 ALT 始業式【12:00下校】  

2  金 ALT SC 給食開始  

3  土    

4  日    

5  月 ALT 

朝会 授業参観（2～4校時） 夏休み作品展 

自然学校、修学旅行保護者説明会（16：00～）  

【６年】身体測定 

徴収金（本振替） 

6  火  【５年】身体測定 のびのびひろば 

7  水 委 【４年】身体測定  

8  木 ALT 【３年】身体測定  

9  金 ALT SC 【２年】身体測定  

10  土    

11  日    

12  月 ALT 朝会 【１年】身体測定  

13  火  避難訓練（２ｈ） のびのびひろば 

14  水    

15  木 ALT   

16  金 ALT SC   

17  土    

18  日    

19  月  敬老の日  

20  火  朝会 のびのびひろば 

21  水 ク   

22  木 ALT 【４年】校外学習  

23  金  秋分の日  

24  土    

25  日    

26  月 ALT 朝会  

27  火  【５年】校外学習(神出) のびのびひろば 徴収金（再振替） 

28  水    

29  木 ALT 【1年】心臓検診（9:30～）  

30  金 ALT SC 
前期会計 【6年】プログラミング出張教室 

脊柱視触診(該当者のみ) 

 

 

令和4年８月29日 

 
神戸市立ありの台小学校 

【９月行事予定】 

 

＜10月の予定＞ 6日(木)～8日(土)【5年】自然学校 11日(火)【5年】代休 

14日(金)【5年】魚教室 23日(日)～24日(月)【6年】修学旅行 25日(火)【6年】代休 

  

 



お 知 ら せ 

 

 

デジタルデトックス 

デジタルデトックスという言葉が注目を浴びています。一定期間スマートフォンやパソコンなどの

デジタルデバイスと距離を置くことでストレスを軽減し、現実世界でのコミュニケーションや、自然

とのつながりをもとうというものです。決してデジタルを完全に手放そうというものではありません。

より健全にデジタルデバイスやインターネットと付き合っていこうという取組です。 

私たちの脳は、暇を嫌い、常に新しい情報を求める習性があります。デジタルデバイスはいつも手

元にあり、ふとした瞬間の暇つぶしに最適です。調べ物や記録をするのに非常に便利で、私たちの生

活を便利で快適なものにしてくれます。しかし、頼りすぎると私たちが本来持っている能力を退化さ

せてしまいます。 

例えば、便利なエレベーターやエスカレーターを使いすぎることで、足の筋肉が衰える、あえて階

段を使おうという考え方に似ています。私たちの脳と非常に相性のいいデジタルデバイスという道具

の力が強すぎて、人間の知恵や能力が衰えていかないように、あえて不便な状態（デジタルデバイス

に頼らない）を作ることで、人間が持っている本来の能力を呼び起こすようにしていく必要があるの

ではないでしょうか。この秋、少しスマホやパソコンを閉じてみませんか。 

学校長 

＜授業参観＞  5日(月) 2～4時間目 

 1学期の最後に案内しましたように、9月5日に授業参観を行います。コロナウィルス感染症予

防のため、参観可能時間は2時間目～4時間目の間のうち、1時間とさせていただきます。教室

内も10名程度になるように、時間を調整するか、譲り合っていただけたらと思います。当日の時

間割はすぐーるにて配信させていただきますので、よろしくお願いします。 

また、夏休みの作品を各学年近くの廊下、学年室に展示しています。是非ご覧ください。 

＜宿泊行事説明会＞ 16:00～【5年】多目的室（中校舎４F） 【6年】災害避難室（南校舎１F） 

 5 年生は自然学校について、6 年生は修学旅行についての説明会を行います。コロナ予防対策

や、各種制限等について説明させていただきます。ぜひ、ご参加いただきたいと思います。 

「ありの台の家庭学習」について 

新学習指導要領が令和２年度より本格実施されています。キーワードは、「主体的」です。授業に

おいても、「自分から進んで取り組む」「自分の課題を解決していく」「自分の考えを相手に伝える」

など、主体的な取り組みを重視しています。そこで家庭学習においても、自分から進んで行う家

庭学習になるように、「ありの台の家庭学習」を作成し配布しました。各学年の目安の学習時間や

取り組む内容例を示しています。詳しい家庭学習の方法は各担任から子供たちに伝えていきます。 


